
2-3 イオマンテiomante(仔熊送 り)

近文では､昭和32年を最後として､それ以前は､毎年のように熊送 りが行なわれていたC戦

前には､ひと冬に3-6頭の熊が送 られた｡近文コタンの熊送 りには､近隣のコタンから客が

招待 され､近文からも泥川コタン (空知徳富川上流)､永山 (旭川東部)まで､熊送 りに出か

けて行一〕た｡

イオマンテの時期は､12月末から1月初句で､日取 りは､熊を飼育 している家の主人 (チセ

コロ クルCisekorkur)が決め､若者を招待の使い (ウィテ クuytek)に出 した｡l

送る熊は､二度の冬を越 したシー リヤブ Siriyap(3才仔)までが普通であるOそれを越 し

た熊を送るのは危険だとか､結婚適令期 をすぎて送ると身内に不幸が起きるとか､オンネ99や_e_

(午寄る) してから送ると崇 りがあるとか言われる｡

また一つの穴から獲って預一一,た複数の仔熊は､必ず一緒に送るべきだと言われる｡

熊送 りにおける活動の流れは､図5に大概を示 してある｡ (2-1-1)

2-3-1 酒造り

酒造 りは､サケ カラ Sakekarあるいは 卜/ト カラtOnOtOkarと呼ばれるO 酒造 りの開始

は､イオマンテ初 日から数えて､7日から10目前である｡

作る場所は､主にロロrOr(上座)の右手 (図6)である (和人式の板屋では､二間あったの

で奥座敷にかわ-つた〔清水キクエ氏〕)0

顔-6 チセ内部での人間の動き 佗,Bup.,O脚 ｡方

言 顔の方向

作る酒の量は､シントコ (4斗樽 くらいの大きさ)で3つと決まっている｡それを1日にシ

ントコ1つずっ仕込んでいくC

酒造 りの工程は､次の7段階 (a～g)である｡

a.サヨカラSayObar: 店で購入 した米を煮てかゆ (サヨsayo)を作るO このかゆ作 りは､

女の仕事で主にフチ (祖母)がするが､若い女 (チセ コロ メノコCisekormenokoである母

など)がしてもよい｡チセ コロ メノコが若すぎる時には､経験を積んだフチ (老婆)が他

家から来てサヨカラするO昔は､かゆを作るのに米を使わず､ヒエとかアワが使われた｡かゆ

は､固めがよいC固さは､へらを立てて倒れない程度にする｡

b. サケカラ シントコSake辻arsintoko: かゆができると､サケカラ シントコと呼ばれ
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る棒に入れ､ロロの右手に置 く｡これは､チセ コロ クル (家の主人)の仕事である｡

ロロに置いたシントコの中味を冷やす (ヤムカyamka)ために､ トパ -tonoto-らと呼ばれ

る大型の-らで櫓の中のかゆをかきまわす｡これ以後､フチ以外の女性は ロロに入ってはい

けなくなる 〔砂沢クラ氏､10月4日〕｡

C. カムダチkamtaci: 次に､店で買った椛 (カムダチ)をかゆに入れて混ぜる｡椛を入れ

る (カムダチ アン オマレkamtacianomare)のは､エカシekasi(祖父)か､-ンベhanpe(父)

望色 事である｡体を洗い浄め､ひげを手ぬぐいで上にあげ､腕まくりをして素手でかゆをかきまぜ

るようにしながら椛を入れていく 〔砂沢クラ氏 10月4日〕｡

オンネ フチonnehuci (年寄った祖母)が椛を入れることがある｡ トノト-らでかゆをか

きまぜながら椛を入れる 〔清水キクエ氏 10月4日〕

d｡椛を入れ終わると､シントコのふたをして､保温のために､シン トコの周 りにチタラベ

(ござ)を巻きつけタラtar(綱､紐)で縛 りつける｡

e｡イノンカラinonkar: シントコに入れたかゆは､一週間くらい放置 してねかせておく｡

その間､発酵具合をみる｡これをイノンカラinonkarという｡発酵の具合は､サケ ポブ コロ

アンSakepopkoran (煮立っているようにブクブクと泡が出ている) 状態がよい｡

f｡ナヌカムプnanukamup: 表面に膜 (ナヌカムプ)ができると､その酒は､人が飲むのは

構わないがカムイノミ (神-の祈 り)には使えないので新 しい酒を仕込まなくてはならない 〔

清水キクエ〕｡あるいは､イオマンテが中止になる 〔砂沢クラ氏〕｡

g.イヌムカinumka～イヌムバinumpa: 酒をこすことをイヌムカ～イヌムバという｡プチ

達がェ トウヌプetunup (片口の水差 し)で､発酵 したかゆをす くい､シントコの上のザル (イ

ヌムバ イチャラinumpaicar)に流す｡ザルは､シントコの上に2本の木を置き､その上に乗

せる｡酒をこす時に出るシララSirar(酒かす)は､チタラベの上に置いて残 しておく｡このシ

ララは､イオマンテ初 日に､アペノミ (火の神-の祈 り)の時､チケ イナ ウのキケ(削 りかけ)

にふ りかけるのに使 う 〔清水キクエ氏､石山長次郎氏〕O戸LJの上にある(apaenkataan)ア

パ サム ウシペapasam uspeと呼ばれるイナウにこのシララを使 う 〔砂沢クラ氏〕｡

こうして作 られた酒は､最初に仕込んだ樽は､イオマンテ初 日 (2-3-5)シ ト ウタ

sitouta(団子作 り)の時に皆で飲んだり､イナウサンでの献酒に用いられ､アイ スプaysup

(矢柄)にアイay(矢先)を入れる時に使われる｡2番目の櫓は､イオマンテ第 2日目のカム

ィノミに使われる (2-3-8)03番目の櫓は､イオマンテ3日目のマラット オブニカ

morattoopunika(2-3-9)の時に使われる 〔清水キクエ氏〕｡

〔石山夫妻 9月26日､27日､清水キクエ氏10月4日､砂沢クラ氏10月4､5日〕

2-3-2 アイay(矢)作 り

矢は､7日から10日前に作 り始め､熊送 り初 酎こできあがる｡矢は､矢先 (アイay)と矢柄
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(アイ ス プaysup)から成 り､矢柄の先にヤットッタyattotta(とんび)の羽を縦に裂いた半

分を結びつける｡

熊送 りに使 う矢は､山猟の弓 ､仕掛弓 (4-1-4)の矢と区別 して､エペ レ アイ eper

ayと呼ぶ｡ 矢作 りは､ 男の仕事で､17-18才から作 り､20才くらいで一人前になる｡ エペ

レ アイを作るのは､ヨロ (上座)である (図6)O

エペ レ アイには､花矢として熊を射る儀式に用いるもの (2-3-8)と､シケsike(荷)

として熊にもたせるものがある (2-3-7)｡

2-3-3 イナウinaw作 り (図 6)

イナウを作る (イナウケinawke)のは､男の仕事である｡イナウ ニinaw ni(ミズキまた

は柳)は､女がとりに行ってもよい｡イナウには2種類あり､キケ (削 りかけ)の多くついた

チケ 'ィナウCikeinawとキケを簡単につけただけのシ トウ イナウSituinawがあるO熊送 り

の矢作 りは､チケ イナウを作った後に､シ トウ イナウを作る｡若者がイナウを作るのには､

簡単なシ トウ イナウを先に覚えて作る｡

神に捧げるイナウの種類は､2-3-8に書いてある.

2-314 サバウンベsapaunpe(冠)

男が頭につける冠で､熊送 りの時に､男たちは皆,自分の家から､これを持参する｡普段は,

家の中のロルンプヤラ (神窓)の右手チセ コロ イナウCisekorinaw (家を守るイナウ)

の傍に掛けておく｡サバウンベは､カムィ マラットkamuymaratto(木彫 りの熊の頭) とキ

ケkike(削 りかけ)から成る｡マラットには,雌雄の別があり､雄につけるキケは､雌のもの

より1-2本多い｡

熊は送る時に､新 しくキケをっける｡送る熊が雄の場合,4本のキケを増や し､雌の場合 3

本のキケを増やす｡キケが余 り多くな り過ぎると､新 しくサバウンベを作る｡5回くらい熊を

送ると新 しくするC古いものは､捨てないでとっておくため､一人で5つくらいサバウンベを

もつことがある｡

客 として熊送 りに参加する者も､サバウンベにキケを増やす｡家でキケをっけることもあり､

イオマンテ2日目の朝､熊送 りの場でつけることもある｡サバウンベは､キケの多い､古いも

のほどよいと考えられるO

2-3-5 イオマンテ初日

熊送 り初 日には､酒も矢もイナ ウも完成 している｡男は､アペ ウチ (火の神)に酒を捧げ,
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ヵムイ )ミをし､イナウにも酒を捧げる｡酒を捧げるイナウは､チケ イナウCikeinaw (2

-4-3)だけであるOチセ コロ ク′レCisekorkur(家の主人)がこjlを行ない､イナウを逆

にしてキケの部分を下に向け､ トウキ (蘇)の中の酒に､このキケを浸すo

女がシ ト ウタsitouta(もちつき)を始めると､男は､アイ (矢先)をアイス7 (矢柄)に

押 し込んでつけ､矢が完成する (図版 4参照)

家の外では､セッSet(熊濫)の前で､熊に対 してカムイノミをし､ニマnima(盆状の器)で

酒を飲ませ､シ ト (団子)を煮たっゆを飲ます｡それ以外の食べものを熊に与えない｡

初 日は､エカシたちが酒を飲みながら､これらの事を行 う0

2-3-6 シ ト ウタsitouta(もちつき)

シト ウタは､女の仕事で､15-16才くらいから始め､20才くらいでシ ト作 りを見えるOシ ト

ゥタは､アパapa(戸にり 寄 りのウ-サラuSar (下座､図6)で､ニスnisu(うす) とイウタ

二iutani(両端でつける杵)を使って行なう〇

まず最初に､米をうるかし､ザルにあげ､湯で練ってからニスに入れる｡つく人は､ニスの

両側に向かい合って坐 り､交互につくoつき終わると､形にこしらえた後､片側にキケのつい

たシ トニSitoni(轟)にさして煮る｡煮あがると､少 し固くするため水に入れる｡

シ トには､形 と用い方に区別があるO熊の皮を剥 ぐ (イ再ri)時に､キ リ剥くirpo (脂肉)と

共に食べるィ.).シ トirisitoがあるoこれは､1本の轟に6個さしたものを3本用意するo

熊送 りの夜に､家の中で食べる小型のシ ト､また矢で仕｣上める前に熊に食べさせるシ トがあ

り､これは､カバ シ トkapasitoと呼ばれるo熊送 りの夜に人が食べるカバシ トは､1本の轟

に6個で3本､熊に食べさせるものは､1本の串に3個で1本用意する (図7)｡

図-7 シ トの種類

3つめの種類 として､熊-の土産にシケ (荷)に入れるェペ レ

し事了丈 cIつユ ヘ ー ヒ / ト

セ シ トepersesito があ

る｡これは､1本の轟に5-6個さしたものを､1年 目の熊に30個 (5-6本)､2年目の熊

にはその倍60個 (10-12本)をシケとしてチタラベに巻き込む｡熊の雌雄でシ トの数は､異な

るのだが､その数については､覚えていない 〔石山長次郎氏〕｡

シ トは､皆が食べるものも､エペ レ セ シ トも､ロロ (上座)に置いておく｡

〔石山夫妻 9月26､27日､清水キクエ氏10月4日〕
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2-3-7 シケsike(荷)

シケは､フチが作 る｡チタラベの中に巻 き込むものは､サ ッチェプsatcep (生干 しの鮭 また

は鰻),トウレ7'などのラタシケプ rataskep (干 した山菜)､エペ レ セ シ トで､巻 き込んだ

あと､2本のエペ レ タラepertar(熊用の背負い綱) で縛 り､その 2本のタラの下に､熊に

食べさせる カバ シ トとイ リ シ トをはさみ込む｡

エペ レ アイePerayを別に シケとして作 る｡これは､男の仕事で､矢は､1年 目の雄 に40本､

雌には30本で､2年 目になると雌雄それぞれ倍数ずつ となるC矢は､タラでまとめて しぼるC

荷 を家の神窓か ら出 して､ヌサザンに置 く時､花矢のシケを､シ トを巻 き込んだシケと一緒に

するO 〔石LLl夫妻､杉村京子氏 9月26日､27日〕

2-3-8 イオマンテ2日巳

イオマンテ2日目の朝､イナ ウ サ ンinaw sail～ ヌササンnusaSam (祭壇)を作 る｡ ヌササン

の中間に､サバウンベsapaunpeと呼ぶカム ィ マラッ トkamuymaratto(熊の頭蓋) を安置す

る叉木 を立てるo イナ ウサ ンの左右には､神 々-のイナ ウを立てる｡ シ トウ イナ ウSituinaw

は 2本で, ワ ,/カウシカム ィwakkauskamuyのためであるCその他に12本のチケ イナ ウCike

inawを立てる｡これは､ コタン コロ カムイkotan辻orkamuy､ヌプ リ コロ カム イnu-

purikorkamuy､チセ コロ カム イCise辻orkamuyなどのためである (7-1)｡

セ ッSetか 仁)エペ レePer(熊)を出すのは､若い男たちで､力があ り､動作の速い者が適 して

いるoセ ､ソの木組みの間か ら､先に綱の輪 をっけた棒 を差 し入れ､熊の首にかけるCセ ､ソ コ

ロ イナ ウSetkorinaw (2-2-4､9-3)を取 りはず L､セ ､ソ カ オ ニSetkaoni

(艦の上に屋根 として置いた木) を結んである綱 をほどき､木 を取 り除いて､熊 を引き出す｡

引き出 した熊は, トゥシコ､ソニtuSkotni (イナ r?サ ンとロルンプヤ ラのほぼ中間に､2､3

日前から立ててある杭)につな ぐ｡杭につながれると熊は､杭のまわ りを動 きまわる｡ この時､

熊の動作 をみて猟の良悪などを占うC熊が､背中を杭にこす りつけると,熊は送 られ るの を喜

んでいるので､好猟が期待できると言われ る｡熊が､前足で穴を堀 る (シ Ij オウリsirouri)

のは､良 くない徴候で､熊 を預 った人に死や病気など悪いことが起 きるC トウシコ､ソ二の先に

割れ 目を入れ､そこにイナ ウを立 ててあるが､その イナ ウに熊がたわむれ､む しりと-〉て しま

うと､良いことがあると言われるO

トウシコツ二に熊 をっないだ後､熊にニンカ リninkari(耳飾 り､図 8)をっけることがある

〔清水キクエ氏 10月4t上 伊沢 ヒサ氏 12月5日〕C

- 2 1 -



図-8 こンカリnillkari
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また､ボンパケponpakeと呼ぶ刺 しゆうのある服を､熊の胴につけた熊送 りを近文でみたこ

とがある 〔清水キクエ氏 10月4日〕 (石山長次郎氏は､ボンパケは､樺太から石狩に伝わ り､

それを近文の人が真似 したのではないかと言 う)0

熊が杭につながれた後､シケ (荷)を男の子が背負ってイナウサンまで運ぶ (詳細について

は､2-3-9)0

イナウサンでは,エカシたちが,イナウの先に巻いてあるキケをほどき､ トウキtuki(林)

からイクパスイ (奉酒箸)で､酒をキケにかけ､カムィノミをする｡チセ コロ クル (家の主

人)を始め､エカシたちは､それぞれに割 り当てられたイナウに献酒 しながら､カムィノミを

し,rどこどこで獲ったカムイを､今から送 りますoJと言 う｡

ェペレ アイ (花矢)を射る前に､イレスフチiresuhムci(熊 を育てた女)が､熊に最後の食

物 としてシ ト (2-3-6)を食べさせる｡熊がこのシ トを全部食べると､喜んで送 られ､再

びコタンを訪れると考えられている｡

ェペ レ アイ (花矢)を射る時､棒の先に笹の薬 をしぼったタクサtaksaをもって､ 熊を追

いかけ､怒 らす｡そうすると､熊の胆 (シウベsiwpe)が大きくなると言われる｡

花矢は､まず初めに､チセ コロ クル (家の主人) とその熊を獲 りに猟にいった相棒､ま

たは､エカシのひとりが､矢を1本ずつもって天に向けて射る｡この2本の矢のうち､チセ コ

ロ クルが先に射る矢を､ピンネ アイpinneay､次に射る矢を､マッネ アイmatneayと言

う｡その後､次々と他の男たちが矢を射る｡矢は､全てあわせて1年 目の雄が70本､雌が60本

で､1年経っ毎にその数は倍になる｡

最後に､チセ コロ クルがとどめに射る矢をイノソロ アイinosorayといい､この時､脇

の下､あばら骨の上から3番目をねらう (2-1-2)｡そこがちょうどサンムsampe (心臓)

のある所である｡イノソロ アイは当たるまで射 るのが､多くとも3本 くらいである｡

次にレクチ ヌムバrekucinumpa (首をしめる)をする｡レクチ ヌムバは､長 さ6尺 くら

いのシケレベsikerpe(シコロ)の木を2本用いる｡この木をヌムバニnumpaniと言い､1本を

下に置き､熊の首をその上に置き､1本を上から乗せて､男たちがその上に乗って熊の首を締

めつける｡男は､若いものたちである｡

そのレクチヌムバを男たちがしている間､子熊を育てた女 (イレスフチ)が､熊のウレアサ

マureaSama(足の裏)をなでながら､足をひっぼる｡この時､ ｢ちゃんと歩いて､無事に親の

義-帰れよoJと言 う (712).

レクチヌムバで息の根のとまった熊は､イナウサンの前に運んで腹を地面に伏せて寝かせ｡
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熊の頭は､イナTHTンの方に向ける｡エカシたちがイナウサンでカムィ/ミをするCこの時､老

若男女U)並ぶ場所か決ま-,ている (図9)
図-9 イナウサンでの並び方
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カムイノミがすむとイ再ri(皮はぎ)をする｡皮はぎは､山猟での親熊のはぎ方 と同じである

(2-2-5)｡皮をはいだ後､皮に頭 (サノミsapa)をっけて､残 りの胴体から脚部をはずすC

この皮はぎの間､女は皆､静かにしている｡皮はぎをすると腹部に血がたまるCその血を体の

弱い人､かわいが-,ている子供に飲ませる (6-9-3)Cこの時､イリ シ トirisito(皮はぎ

用の団子) とセ トゥル キ リボSeturkirpo (背の脂肉)を､いっしょに食べる｡

皮はぎがすむ頃は､夕方になっている｡男も女も集まり､男と女に分かれ､つなひきをするo

つなは､各家にあり､毎年同 じものを使い､女が勝つと雌の熊がとれると言われる｡

その後､くるみまきをする (最近になると､くるみのかわ りに､みかんや団子などをまいた)0

女の人が､イナ ウサンを背にしてくるみをまくと､男も女も拾 う｡大騒ぎになると､ウポポが

始まる｡

エカシたちは､ルシrus(毛皮) とサ/,Gsapa(頭)をロルンプヤラ (神窓)から入れ､次にと

ケsike(荷)と残 りの肉や骨を入れる｡内臓は､外で洗い､さらに戸口でもう一度洗 うO特に 卜
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ウイtuy(腸)は､内臓を外にひっくり返 して洗 う｡

神窓から入れたマラットmarattoは､ロロ (上座)に置いたマラット専用の小型の模様つきチ

タラベ (長 さ3尺､幅 2尺)の上に､鼻づらを炉に向けておく (チクラベは､血がっいても洗

ってはいけない)｡マラ､バーの前にイ十キビ､豆､ごほんをイタンキ (梶)に盛 り-)け､秋味

(鮭)､その他の干魚 を捧げものとしておくC

ウポポの集団は､マラットを家に迎え入れる間､ウポポを続け戸口から家に入るO家に入ると

右まわ りで炉の周 りを､炉に顔を向けながら踊る (図6)｡マラットの前にくると､顔をマラッ

トの方に向け､炉の方に尻を向ける｡マラットのあるロrコ (上座)側 をまわ り終わると再び顔

を炉の方に向けて踊る｡3回もウポポして炉をまわると､居並ぶエカシ達 もウポポの輪に加わ

る｡ウポポは､熊を解体 し､鍋で内臓を煮はじめる頃まで続 く｡

熊の胴体は､さらに細かく分け､マキリで肉に穴をあけ､ニペシnipes(シナの本)のひもを

通 してクマkuma(干 し竿)にかける｡干 し竿は､ロロの右手上方に斜めに棒をわたして作る｡

内臓は､洗い終わると､その晩に食べるために使 う｡残-,た内臓はクマに干すO

肉を鍋に入れる前に､チセ コロ クル (家の主人)は､生肉を2- 3cmに切 り､アペウチ

(火の神)に捧げ､カムィノミをする｡肉を鍋で煮るのは､女の (ウ-サラLISaraでする)仕事で

あるが､解体 して女に渡すのは､若い男の仕事である｡年寄 りの男たちは､解体や肉を煮ている

間､酒を飲んでいる｡家の中で坐る席の配置は､図10のとお りである｡

図-10 チセの中での並び方

鍋が煮たち､汁ができて食べ始めると一軒ま自由になるOその夜､寝ずに､夜通 し飲んでい

る者もいる｡ 〔石山夫妻､杉村京子氏 9月26日〕

鍋をかけるのは､重いので男の仕事であん､｡分配 (イメバmek)は､フチ最ciたちの仕事

である [砂沢クラ氏 10月4巨日｡

夜にセッSet(熊の鑑)の木を燃や してしまうO 〔大村ユキ私 伊沢ヒサ氏 12月6日〕 ｡

2-3-9 イオマンテ3日日

朝起きるとェカシ (年寄 り)は､アペ プチとキムン カムイ (熊)のマラット (顔)に対

してカムイノミをするOその後､熊の頭の皮をはぐ,これをカムィ サパ リ- kamuysapa-

riと言う｡頭皮はぎは, マラットの置いてあるチタラべの上で行なう｡ 喉元からあごまで切 り



皮 をは ぐ｡頭蓋 を引き出す と､雄は (熊 白身からみて)右､雌は左の頭部にスマSuma (石)で

5-6cmの穴 をあける｡割 一,た頭乍押)割れ 目が縞状にな一ノてお り (セ イオッタsey()乞ta)､その

縞の数で何回入関のコタンを訪れたかがわかる ｢石山長次郎氏は､最高4回訪れた熊の頭 をみ

た ことがある〕｡

頭蓋の穴からベラpera(へら)で ノイベnoype(脳)を取 り出す′〕へに)は､30cmく吊 ､の長さ

で､柳でできている/JH闘ま小さく切一,て∴司じく小さく切 一,て煮たサムべ (心臓) 〔石山夫妻.

杉村京 子氏〕､あるいはノ､ルンベ (舌) 〔清水キクエ工 と混ぜて､それに少 し塩 を加えて食べ

るo この料理 をチ /イペコタチcinoypekotaciと言 う｡チ ノイペコタ子は､イペ/iJスイipepasuy

(食事用筆)の先に少 Lずっと-,て皆に分け､皆は手の平にうけて指で-つまんで食べる｡

頭 蓋の穴の中には､穴 をあけた時の頭骨のかけらを詰め､さらに ノイベ (脳)のかわ りとLて

キケ (削 りかけ) を詰める｡

ノイベ (脳) を班すのに用いたベラは､ イナ ゥをっけて､マラットを送る時､い-ノしょに送

-'てやるO

マラットの鼻の穴にキケ (削 りかけ)の片端 を､雄には12本､雌には10本､差 し込み,後頭

部でそのキケを縛る,)

ニ;)Lて飾 り-)汗の終わったマラットは､チタラベのwh二置き､シ ト (団子),干鮭などの

入一,たシケ (荷) をそのマラットの前に置 く｡シケには､雄のマラ､ソトの時､エムシ jnujL

(刀剣)､雌の場合には､/37サ /tamasay(首からTける玉の輸) をぶ LrFげるo

熊のマ=/ツトの (熊からみて)右手に､同 じチタラベの上に,家の守 り神 (カシカムイkas-

kamtly) であるキツネの頭蓋 (6-9-4)を､カムィマラットと同様に､鼻づ らを炉に向け

て並べ置 くOキツネの頭には､この時､新 しいキケを衣裳 としてつける｡キツネの頭は-/)以

吊f/.ぶ時 もある｡

チセ コロ クル (家の主人)は､マラットに対 してカム ィノミを行ない､これ をマラット

オブニカmarattoopunikaと言 うOそれから､アペプチ (火の神)に ｢これからマラ､日､を送

るから)と告げ､他の神 々にも告げる,3

頭蓋 をはず した熊の毛皮 (ルシruS)は､ロルンアヤラより外へ出 し､張 りつけて干す｡皮 を

張る木枠 をケッketと呼ぶ｡横木 としてわたす,先が又にな-'た枝をノシケ ウン ケッnoske

unketと言うO皮 を張る時に､ケッの縦棒に横木 を縛 り､木の又で皮 を拡げるように して張るC

皮を張 り終えたケッは､ロルンプヤラの (家の中からみた)右手に立て掛けてお く (皮は､家

の外壁に釘でとめる場合 もある-板屋に住むようになってからの事であろう 〔清水キクエ氏〕O

イオマンテ3白目も夕方近 くなると､皮 を剥いだマラットをロルンプヤラ (神窓)から外-

出 し､イナ ウサン-運ぶC暗 くなっていたら､この時に､チ ノェタッCinoyetat(樺皮の灯明)

を用いる｡

女たちは､家のqlでウポポをして､2日目(2-3-8)と同 じように右まわ りで 1回だけ炉

の周 りを踊 りながら外へ出る (図6)O



初めに熊の土産としてもたせるシケ(荷)を出すOェカシの-一人がロルンブヤラより出 し,窓

の外で待つ男に手渡すO受けとった男は､その荷を､エカチekaci(男の子)に背負わす｡子供

は､ヌササンまで荷を運ぶが､重いのでふらつくと大人たちが喜び､男の人が転ばぬように子供を

助けながらついて行 くO ヌササンの前に立っ男が､シケを受け取 り､用意 Lてあるチタラベの

上に置き､マラットの到着を待つ O エカシの一人がマラット (頭蓋)をロルンプヤラ (神窓)

より出し､窓の外の男に手渡すO男は､イナウサン-運び､サバウンベsapaunpe(7)横に立っ男

にマラットを渡す｡サバウンベは､たもの木を使って作 り､高さは､大人の背丈の2倍 くらい

で､上部が又状になっている｡男は､サバウンベを抜き､マラットを叉木の上に､鼻づらを山

の方 (家と反対方向)に向けて乗せる｡叉木に1本ずっイナウを縛 りつける｡この時､頭蓋の

穴のあいている側のイナウ(雄は､熊自身からみて右に穴があいているので右側のイナウ)を他

の側より高 くする｡サバウンベ を立て､そのTにシケをぶら下げるo

骨は､アム (指の骨),ボンウッ (鎖骨),ポィサラ (尾),生殖器に､チケイナウ (2-3-3)

を1本ずつつけて､ロルンプヤラ (神窓)から出 してイナウサ ンまで運びサバ ウンベの下にか

ける｡他の骨は､ポイサラニプに入れ､サバウンベの下におくと､熊送 りの終わ-Jた後､犬な

どが､食べてしまうO

マラットとシケを安置 し終わると､ ｢今まで預ってきましたが､ごくろうさまでしたOどう

かもうー度遊びに来て下さいoJと言-'てカムイノミをするCマラットにイクパスイで酒を捧げ

るO これをカムィオブニカkamuyopunikaと言 う｡

カムィオブニカがすむと､熊の顔を チセ cise(衣)の方に向けるD シケは､大人の男がサ

バウンベから取 りはずし､別の男に渡 し,その男が家まで運んでロルンプヤラより家の中にい

る第三の男に渡すoその男は､シケをロツタ (上座)に置 くO

アペウチ (火の神)にカムイノミをして､ ｢預ってきましたが､今有難 く帰 りました｡｣と報

害 して､荷をほどいて､皆に分け与える｡イタンキ(梶)に盛っていたアマムamam (穀物)を､

箸でひと日ずつ皆に分ける｡肉を煮て皆にふるまう (6-9-5)｡

骨は､タシロtaSrOで割って､中のキリkir(醍)を出 して汁を飲む｡骨を煎じて飲むとリュー

マチに効き目があると言って､頼んでもらって行 く者もいる｡

シケにつけておいたェムシ､タマサィは､ロロ (上座)の右手 (図22の㊧)に戻しておく｡

〔石山夫妻､杉村京子氏 9月27日､清水キクエ氏 10月4日〕

次の日は､朝から後かたづけをする｡たいていの客は帰るが､泊まり込んで肉を食べて行 く

者もいるO 帰 り客には､生肉とシ トをそれぞれ 1個ずつ土産 として渡すことがある｡参加でき

なか-,た者にも骨と肉を分けることがある｡ 〔石山夫妻､杉村京子氏 9月27日〕
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